
ひ び き あ い 

 春に向かって 

校長 広木 敬子 

 

２月１５日と２１日に、運動委員会主催の長縄大会がありました。どちらも晴天に恵

まれ、高学年が立派に会を運営する姿や、みんなで数を数える声や励まし、歓声で校庭

がにぎやかになりました。このような嬉しい雰囲気は久しぶりで「学校はやっぱりこう

でなくちゃ」と思わずつぶやいてしまいました。ここ１〜２年、子ども達が声を出すの

にも気を遣う時期を乗り越えてきたのです。たくさんの我慢をさせてしまっていると感

じています。この状況ですが、今できることの中で授業や学校生活を送ることができて

いるのは、各ご家庭のご協力があってこそと、感謝でいっぱいです。  

２年前に休校が決まったときには、マスクをしながら教師は授業をできるのだろうか、

そして子ども達の表情が分かるのだろうか、と不安しかありませんでした。しかし今振

り返ってみると、私たち教員は子ども達の柔軟性や対応力に助けられてきたのだと思い

ます。学級閉鎖でオンライン授業に挑戦した３年生は、家庭からマスクを外した可愛い

笑顔を見せてくれ、こんな喜びもあるのだと思いました。マスクを外しての教育活動に

ついての見通しはまだ立ちませんが、この状況下だからこそ進んだことにも目を向け、

「やっぱりみんなの顔が見られるって、いいよね」と感じられる日を楽しみにすること

にします。 

校長として上寺尾小に着任して、もうすぐ 1 年です。ここまで保護者、地域の皆様に

支えていただきました。授業参観、懇談会も延期や中止が続き、地域関係の会議も十分

にはできていないことを大変心苦しく思っておりますが、またお会いしてお話できる日

を心待ちにしております。ありがとうございます。 

卒業、進級に向かう３月。１日１日を大切にし、一人ひとりの頑張りや成長に目を向

け、しっかりと支えていきます。  
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※ピンクシャツデー 

「みんなちがって、みんないい」 

  

今月の短歌  

困ったら相談しよう！そうしよう！あったかハートのピンクシャツ  

さあ春だ思い出たっぷりこの一年マスクのりこえ次へと伸びる  


